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はじ めに 

2019 年 12 月に中国武漢で最初の新型コ ロ ナ感染症（ COVIT-19） の感染者が発生し たこ と が報告さ

れてから 、 瞬く 間にパンデミ ッ ク と 呼ばれる 世界的な流行と なり ま し た。  

日本でも 2020 年1 月15 日に感染者が確認さ れて以来大都市を中心に感染が拡大し てき ており 、 2022

年 4 月現在でも 第 6 波が高止ま り で終息の気配も 見せず、 新たな変異株の侵入も 心配さ れている 状況で

す。  

発症当初は医療機関を 中心に感染症対策が進めら れていたも のの、 医療現場の逼迫を避ける ために

宿泊施設や自宅での療養者も 増えてく る 流れの中で、 地域の健康の護り 手である 訪問看護師たちの活

躍する 場も 当然のこ と ながら 大き く 広がっ てき ま し た。 し かし 小規模事業所が多く 対応でき ないと こ

ろ、 感染症に対し て経験不足のと こ ろ、 ま た多く のと こ ろで感染防護具が不足など いろいろな問題が

明ら かになり ま し た。  

日本訪問看護財団と し ても 訪問看護師や訪問介護員の皆さ んが安心安全な体制のも と で COVIT-19

感染者に対応でき る よ う 、 支援し たいと 願っていま し たが、 幸い日本財団から の財政支援を 受けて感

染防護具を 用意する こ と ができ 、 介護現場支援プロ ジェ ク ト 吉江代表と と も に全国の現場に送付する

事業を立ち上げる こ と ができ ま し た。  

全国に 112 の協力団体がおかれ、 準備し た 4000 組の感染防護具を必要と する 事業所に素早く 配布で

き る よ う にご協力いただき ま し た。  

一時感染者が減少し 、 現場から の要請が少なく なった時期も あり ま し たが、 第 6 波の現在はま た逆戻

り の状況が続いていま す。 感染防護具を装着し た姿をみる につけ、 現場の訪問看護師たちにと っても

大変な経験だったと 思いま すが、 COVIT-19 の様子をう かがいながら も う し ばら く し っ かり と 頑張っ

ていただき たいと 願いま す。  

何よ り も 素早く 対応し て感染防護具に対する 財政支援を し てく ださ った日本財団笹川会長 に心から

御礼申し 上げま す。  

        2022 年年 3 月 31 日 

       公益財団法人  日本訪問看護財団 

                          理事長     清水 嘉与子    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


